
 

 

 

 

 

 

節分と言えば、何を思い出しますか？2025年の

節分は 2月 2日。春を迎える「立春の前日の日」

が「節分」と決まっています。実際の気候と暦のず

れを修正するため、2 日に節分となることもある

そうです。2021年も実は 2日の日が節分でした。 

その年の福の神様がやってくる方角を恵方と言

います。豆まきをして、家から悪霊や災難を追い

払ってから、立春にやってくる福の神様を各家庭

に迎え入れていたそうです。   

日本の伝統行事の由来を知りながら、家族で季

節の変化も楽しんでください。 
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※各事業の詳細については、告知端末機で

ご案内をしています。準備の都合があり

ますので、内容を確認のうえ、前日まで

に参加の申し込みをお願いします。 

7日(金) わくわくひろば① 

10日(月) すきっぷくらぶ 

17日(月) 出張ひろば 

18日(火) 親子サロン 

21日(木) わくわくひろば②  

26日(水) 保健師による子育て講座 

つぼみ…妊婦さんと 0歳児のお子さんと保護者の方 

（Ｒ4年 4月以降の生まれ） 

めばえ…1歳児のお子さんと保護者の方 

    （Ｒ3年 4月～Ｒ4年 3月までの生まれ） 

わかば…2歳児のお子さんと保護者の方 

    （Ｒ2年 4月～Ｒ３年までの生まれ） 

チャチャ利用者総数 

開所日数 14日（1/6～1/27） 

おとな 33名・こども 33名 

R7年１月 27日現在 

 

●2月1日から令和7年度のこども園入園の申し込み受

付が始まります。事前に知りたいことや疑問がある時に

は、こども園にお問合わせください。 

チャチャ室にも 1 月の親子サロン内で配布した資料も

用意してあります。必要な方は遊びに来たときに、お声

掛けください。 

☎子育て支援センター（こども園内）5-1254 

 支援センターを利用するお子さんの中には、今冬、初めて雪あそびを体験するお子さんもいるでしょう。 

「まだそり遊びや雪合戦は出来ないから何が出来る？」と疑問を持たれる方もいらっしゃるかと思います。 

小さな入れ物に少し雪を入れ、室内に持ち込み、大人のてのひらに雪をのせて、触れたり、溶ける様子をみる

ことだけでも立派な雪あそび！室内では体感できない、空気の冷えを感じること、太陽光で雪の表面がキラキラ

光ること、つららが垂れていることを「みること」もあそびです。「今日は寒いね」「雪がキラキラしてるよ」と

大人が見えたもの、感じたものをそのまま声にして、親子で一緒に感じることから、季節のあそびは始められま

す。外出のついでに、一言添える程度であれば、雪あそびのハードルも低くなりませんか。「そんなことが？」

と感じられるかも知れませんが、大好きな保護者の呼びかけは、心地良く、束の間も遊びに変えられます。 

 

1月のわくわくひろばでは、 

足型で「福の神と鬼」を作りました！ 

初めて絵の具に触れるお子さんも 

感触を楽しみました。 

 

1月の入園児との交流あそび「すきっぷくらぶ」では、 

4歳児のお友だちと、園庭で「色水雪あそび」を初体験しました！ 

雪像作りをするお友だちの様子をみたり、使っていた用具にふれることで、

雪あそびの雰囲気を感じていました。 


